
〇 自転車を取り巻く環境の変化について（国の動向）

「道路交通法」の改正

・全世代の自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務化（R5.4.1施行）

・電動キックボードについて，「歩道走行（時速制限6km以下・最高速度表示灯の点滅）」
及び「自転車専用通行帯」を走行可能，ヘルメットの任意着用（R5.7.1施行）

・自転車への「交通反則通告制度（青切符）」の適用（R5.5.24公布，R8.4.1施行予定）

・自転車の危険な運転（酒気帯び運転，ながらスマホ等）に対する罰則強化（R6.11.1施行）

「安全で快適な
自転車利用環境創出
ガイドライン」の改定

（R6.6）

・質の高い自転車走行空間の整備促進
（暫定形態（矢羽根標示等）から完成形態（自転車専用通行帯）を目指す整備手順の例示）

・自転車専用通行帯における路上駐停車対策の強化

国 内容

ナショナル
サイクルルート

認定制度
（R元～）

・優れた観光資源を走行環境や休憩・宿泊機能，情報発信など様々な取組を連携させたサイ
クルツーリズムの推進により，日本における新たな観光価値を創造し，地域の創生を図るた
め，ソフト・ハード両面から一定の水準を満たすルートを国が指定する制度

例）つくば霞ヶ浦りんりんロード，しまなみ海道サイクリングロード など

1

別紙２



国 内容

自転車への交通反則通
告制度（青切符）

の導入
(令和8年4月1日より)

・令和8年4月1日より，自転車の運転者（16歳以上）による一定の違反行為が青切符の対象となる
ことから，令和7年9月に制度改正の趣旨等とまとめた「自転車ルールブック」が公表。

自転車の指導取締りの基本的な考え方 → 青切符の導入前後で変わらず

検挙

青切符の導入で変わるのは検挙後の手続

検挙

自転車の指導取締りの基本的な考え方

⚫ 自転車の交通違反を認知した場合、
基本的には現場で指導警告を実施

⚫ ただし、その違反が交通事故の原因となるよう
な、歩行者や他の車両にとって、危険性・迷
惑性が高い悪質・危険な違反（「違反自体
が悪質・危険なもの（右図①・②）」、「違反態
様が悪質・危険なもの（右図③・④・⑤）」）

であるときは検挙の対象となる

違反自体が悪質・危険なものの一例 違反自体が悪質・危険なものの一例

①刑事手続によって処理される重大な違反

②反則行為の中でも、重大な事故につながるおそ
れが高い違反

飲酒運転 あおり運転

ながらスマホで
道路における

危険を生じさせた場合

遮断踏切
立入り

自転車制動
装置不良

ながらスマホ

③違反により実際に交通事故を発生させたとき

④違反の結果、実際に交通への危険を生じさせたり、
事故の危険が高まっているとき

信号無視で交差点に
進入し、青信号で進
行している車両に急ブ
レーキをかけさせたとき

傘を差しながら
一時不停止を
したとき

⑤違反であることについて指導警告されているにも
かかわらず、あえて違反を行ったとき

警察官による指
導警告に従わず、
右 側通行を 継
続したとき

前方に指導取締りを行っ
ている警察官の姿を認め
ながら、それを気にすること
なく、指導警告のいとまも
なく信号無視をしたとき

（例）

（例）

（例）

（例）
⚫ 一方で、単に歩道を通行しているといった違

反については、これまでと同様に、
通常「指導警告」が行われ、青切符の導入後
も、基本的に取締りの対象となることはない

出典：「自転車を安全・安心に利用するために ー自転車への交通反則通告制度（青切符）の導入ー【自転車ルールブック】」（R7.9 警察庁交通局）

▼ 自転車への青切符導入の概要
自転車の指導取締りの基本的な考え方 → 青切符の導入前後で変わらず

検挙

青切符の導入で変わるのは検挙後の手続

検
挙

３ 現状分析・課題整理（取り巻く環境の変化・最新動向）【国の動向】
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国 内容

次期
自転車活用推進計画

の策定
（R8年度予定）

【ビジョン（案）】
国の次期自転車活用推進計画における次期計画のビジョン（案）において，歩行者・自転

車・自動車それぞれにとって安全で快適な走行空間とそれぞれがルールを遵守することによ
る交通安全の確保を「自転車活用の基盤」とし，歩く・乗る・集うが調和した人中心のまち
づくりの実現に自転車が寄与することを目指すと示している。

出典：国土交通省「令和7年度第2回自転車の活用推進
に向けた有識者会議 資料１」（R7.10）
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国 内容

次期
自転車活用推進計画

の策定
（R8年度予定）

【強化措置：「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の改定及び周知】
地域の交通状況等を踏まえ自転車道や自転車専用通行帯等の自転車専用の通行空間の

整備を推進

【強化措置：自転車専用通行帯における停車抑制対策の検討】
自転車通行の安全性を向上させるため，自転車専用通行帯の設置区間では停車帯の設置

又は駐停車禁止の規制の実施やゴム製ポール等の設置による停車抑制対策の実施を検討

【強化措置：自動車運転者に対する自転車の交通ルールや自転車の側方通過時の安全確保に
関する教育の推進】
自動車運転免許更新時講習において，自動車運転者に対する自転車の交通ルールや自転

車の側方通過時の安全確保に関する教育を実施
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整備前 整備後

出典：国土交通省東京国道事務所自転車通行空間ネットワーク計画調整会議資料7（令和3年度）

[道路空間再配分による自転車通行空間の整備事例]
（4車線⇒2車線+自転車専用通行帯+ゴム製ポール）

〇 自転車を取り巻く環境の変化について（国の動向）



〇 自転車を取り巻く環境の変化について（栃木県の動向）

栃木県 内容

「自転車の安全で
適正な利用の促進に
関する条例」の制定

（R4.4.1）

・全世代の自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務化（R4.4.1）

・自転車利用者の自賠責保険加入の義務化（R4.7.1）

広域モデルルート
の設定
（R2～）

・官民が連携して先進的なサイクリング環境の整備を目指すサイクリングロードを設定

１．ナス１（イチ）：那須連山やの雄大な景色や社寺等の地域資源を巡るルート

２．おにハチ：那珂川や八溝山の里山など高低差が楽しめる中級者向けルートや鬼怒川
サイクリングロードなどの初心者向けルートで構成されるルート

３．ワタ８：渡良瀬川・思川のサイクリングロードや各市町の見所を巡るとともに，唐沢
山などのアップダウンも楽しむことができるルート

４．ルート２５：古賀志山や中禅寺湖といった雄大な自然や世界遺産などの歴史的文化遺
産を巡るルート

宇都宮市参画

宇都宮市参画

栃木県自転車
活用推進計画
（R2～R7）

・計画期間は，令和２年度から令和７年度の６年間

・次年度の改定に合わせて，栃木県スポーツ推進計画へ統合予定
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〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

宇都宮市

「第２次宇都宮都市
交通戦略後期計画」

の策定
（R6.6）

・移動の「軸」として，新たに鉄道，タクシー，自転車・パーソナルモビリティを追加するとともに，現行
計画に位置付けられていた公共交通・道路ネットワークの記載事項を見直し
・移動の「拠点」として，駅・トランジットセンター等の交通結節点を位置づけ，交通手段間を円滑に乗り
継ぐことができる環境を構築するとともに，まちづくりの核となる新たな拠点としても有効に活用すること
などを記載

内容

■ 交通ネットワークの将来像

交通結節点等における乗り継ぎ・乗り
換え環境の整備

【トランジットセンター】

【モビリティハブ】

自転車の役割について記載
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〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

宇都宮市

公共交通
ネットワークの充実

内容

（R5.8） （R5.8）

（R7.3）時点

（R4.12～実証実験，R6.10～事業の拡充）

１６地区１９路線で運行しており，
市街地部の導入拡大に向けて検討中

ポート：１３２箇所
電動アシスト付き自転車：３０７台
電動キックボード：６３台 を導入

東西の基幹公共交通として，ＪＲ駅東側
における「ライトライン」が開業

ライトラインの導入とあわせて，ライトライン
と運行経路が重複する既存のバス路線をライトラ
インと接続する路線などに再配置

ライトライン開業 駅東側のバス路線再編

地域内交通の導入
シェアリングモビリティの拡充【再掲】
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〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

宇都宮市

ライトライン
ＪＲ宇都宮駅西側延伸

（R12開業目標）

・東西の基幹公共交通である「ライトライン」のＪＲ宇都宮駅西側の延伸については，宇都宮駅東口から教
育会館付近までの区間を整備区間とし、2030年の開業を目指して各種検討を進めている。
・西側延伸により，都心部におけるウォーカブルなまちづくりや公共交通ネットワークの充実など，本市の
目指す「ＮＣＣ」の実現が大きく進展する。

内容

「道路づくり
プログラム」の策定

（R7.3）

道路ネットワークはＮＣＣにおける「ネットワーク化」と「拠点化」において重要な都市基盤であること
から，「ＮＣＣ形成ビジョン」が見通す２０５０年に向けた道路施策全体の「基本方針」を定めるとともに，
「道路事業の体系」や「今後１０年間の事業スケジュール」を明確化

【円滑】な
ネットワークの形成

【快適】な
交通環境の創出

【安全・安心】な
暮らしを支える
道路機能の強化

【基本方針】 【道路事業の体系】
幹線道路事業

スマートＩＣ整備事業

観光拠点等形成推進事業

自転車のまち宇都宮推進整備事業
交通安全対策事業
生活道路整備事業

今
後
10
年
間
の
主
な
整
備
箇
所

補助幹線道路整備事業
交差点改良事業

歩道等円滑化推進事業

都心部道路景観整備事業

無電柱化推進事業
道路施設長寿命化修繕事業 8



〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

宇都宮市

「都心部まちづくり
プラン」の策定

（R6.2）

・道路のかしこい使い方の誘導や駐車場などの適正な配置，民間開発の促進等の市街地整備など，都心部に
おける人中心の居心地の良いウォーカブルなまちづくりなどを総合的に推進する計画
・「街なかの空間」を本市ならではのウォーカブルなまちの姿に変えていくための４つの視点（ 「使い方」，
「デザイン」，「都市機能」，「交通機能」）を整理し，視点ごとに取組方針を設定
・使い方の視点に基づく取組方針に「人と自転車などが共存できる街なかの空間を目指した『街路空間の使
い方』の強化・改良が位置づけられ，交通機能の視点に基づく取組方針に「公共交通と連携した多様な端末
交通の利用環境づくり」が位置付けられた。

内容

図：街なかの空間と街路空間との関係性とまちづくりの視点

注：以下の断面イメージは，都心部の特定の街路の断面を描いたものではありません。
街なかの空間（市民の移動や生活の土台）

まちづくりの視点 まちづくりの取組方針

視点①：街路空間の使い方
（多様な交通の移動や人の滞在・活動）

方針Ⅰ 人と自転車，自動車，公共交通などが共存できる街なかの空間を目指した「街路空間の使い方」の強
化・改良

視点②：街路空間のデザイン

（居心地が良く，歩きたくなる空間）
方針Ⅱ 地元や民間事業者が中心となった官民協働による居心地が良い街路空間の形成

視点③：都市機能

（住む，働く，学ぶ，遊ぶ，憩うなどの
多様なまちの機能）

方針Ⅲ 地域経済循環や地域共生，脱炭素化，防災など都市全体の課題に対応した多様な都市活動を支え
る都市機能の充実・強化

視点④：交通機能

（車や自転車，人・モノなどのアクセス・滞在
機能や通行機能）

方針Ⅳ 街なかにおける人やモノの移動を円滑にするまちづくりと連携した駐車場・荷さばきの適正化及び公共
交通と連携した多様な端末交通の利用環境づくり
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宇都宮市

東部総合公園
「アークタウン
宇都宮」の開園
（R8.3予定）

・アーバンスポーツを核としながら，子どもから高齢者まで多世代が集い，にぎわい，楽しめる「ライトラ
イン沿線の新たな拠点」として開園予定
・初心者から中級者の利用に加え，上級者のトレーニング利用を想定したBMXフリースタイル専用パークを整
備予定

内容

〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

外観パース（南鳥瞰）

スケートパーク（屋根付）

管理棟

ＢＭＸパーク

ライトライン平石停留場

エントランス

多目的広場（屋根付）

産直・園芸店
飲食・カフェ

芝生広場

施設の完成イメージ

北西部地域体育施設
の整備

（R9.10予定）

・ＮＣＣにおける観光拠点に立地している強みを生かし，北西部地域の恵まれた観光資源と連携した相乗効
果や回遊性の向上をもたらす最適地であることから，下記の場所に建設予定
・北西部地域の特色・地域資源を生かし，子どもや若者のスポーツ人口の裾野拡大につながる新たなサイク
ルスポーツの場となるよう「ＢＭＸレースダート広場」を整備予定

建設予定地 施設機能・規模

体育館 市域の配置バランスを踏まえて
体育館（準拠点施設）を整備

体育館 体育館の付帯施設として
多目的な運動広場を整備

〇アリーナ 〇テニスコート

〇多目的室
〇トレーニング室
〇ランニング・ウォーキングコース

〇自由広場（健康遊具等配置）

〇更衣室，シャワー，トイレ
〇空調，エレベーター等 〇ＢＭＸレースダート広場

国内大会なども開催できる複数

のコーナーを有したコース

〇交流・利用者待機スペース等

〇会議室，控室，医務室
〇事務室，器具庫，倉庫 等 10



〇 自転車を取り巻く環境の変化について（本市の動向）

宇都宮市

「宇都宮市
カーボンニュートラル

ロードマップ」
の策定
（R4.9）

・2050年カーボンニュートラルの実現に向けた温室効果ガス削減の中間目標として，2030年度までに2013年
度比で５０％の削減とした。
・カーボンニュートラル実現のための３つのアクションのうち，脱炭素型ライフスタイル・ワークスタイル
への変容を促す「かえる」のアクションに基づき，市民，事業者，行政それぞれの取組に自転車の活用が位
置づけられた。

内容

温室効果ガス削減目標
➡ 暮らしやすく，環境にやさしい住まいにしよう

・ 新築・改修はＺＥＨやＬＣＣＭ住宅※5に，建築資材には地元産木材を活用して
・ 外壁を断熱リフォーム，窓は二重窓にして
・ 照明はＬＥＤ，給湯空調設備や電化製品は省エネ性能の高いものを

➡ 移動をエコで快適に，スマートムーブを心がけよう
・ 毎日の通勤・通学やお出かけを公共交通で
・ マイカーをＥＶ（電気自動車）に，運転はエコドライブ※6を心がけて

・ 自転車や徒歩移動で身体も心も健康に
➡ サステナブルなライフスタイルへ，日々の行動を変えよう

・ レジ袋や使い捨てプラスチックを削減！ 無駄を見直し，ごみの減量と分別徹底を
・ 人にも地球に優しいモノを，考え，選んで，購入しよう
・ 地元の旬の野菜や果物を美味しく食べて，食品ロスはゼロに

➡ 人にも環境にもやさしい職場で快適に働こう
・ 外壁を断熱リフォーム，窓は二重窓に
・ 照明はＬＥＤ化，機械設備などはできるかぎり電化し，省エネ性能の高いものを
・ 熱利用（温水など）の多い業種はコージェネレーションシステム※8の導入検討を

➡ 通勤も，仕事中も，スマートムーブを心がけよう
・ 事業用の車両をＥＶ（電気自動車）やＦＣＶ（燃料電池自動車）に

・ 毎日の通勤を自転車や徒歩，公共交通で 運動量が
増えて健康増進にも

➡ サステナブルなワークスタイルへ，働き方を変えよう
・ クールビズ・ウォームビズで，空調の設定温度を適正に
・ 書類はできるだけ電子化，ペーパーレスでオフィスも広々
・ 職住近接で通勤ストレス軽減，テレワークやオンライン会議も積極的に活用

➡ 市有施設の省エネ化・ZEB化を推進します。
・ 施設の新築・改修や照明機器の更新時にはＬＥＤ照明を導入し，全施設照明のＬＥＤ化
を目指すとともに，高断熱化や，空調等のエネルギー利用設備の高効率化を図る

➡ 通勤も，外出も，スマートムーブを実践します。
・ 公用車の車両更新と合わせたＥＶ・ＰＨＶの導入と，充電設備の整備

・ エコ通勤の推進と，公務外出の際の自転車の活用
➡ 市の事務事業を徹底的に脱炭素化します。

・ クールビズ・ウォームビズの通年実施
・ ICT活用によるレスペーパー化による省エネルギー化の推進
・ テレワークやオンライン会議の積極的活用による省エネルギー化の推進 11


